
8章：ベクトル 1：和と実数倍

角の 2等分線，内心

371 △ABCにおいて，∠Aの 2等分線と辺 BCの交点を P，

また，AB = b , AC = c , AP = p とすると，ベクトル p は

p = k

(
b

b
+ c

c

)
と表すことができる。実数 kの値を求めよ。 （防衛医科大）

372 三角形 ABCは AB : AC = 3 : 5をみたし，点
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• •
Dは辺 ACを 1 : 2に内分し，線分 AEは ∠BACの
2等分線であるとする。また，線分BDと線分AEと

の交点を Fとする。BA = a , BC = b としたとき，

AFおよび BFを，それぞれ a， b を用いて表しな

さい。 （日本大 改）

373 三角形 ABCの辺 BC, CA, ABの長さをそれぞれ a, b, cとする。三

角形 ABCの内接円の中心を Iとするとき，ベクトル AIを AB, AC および

a, b, cを用いて表せ。 （東京学芸大）



8章：ベクトル 1：和と実数倍

角の 2等分線，内心

371 ひし形の対角線は角を 2等分します。 b

b
, c

c
は b , c と同じ向きの単
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b
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c

位ベクトルであり

b

b
+ c

c

はひし形の対角線を表すベクトルです。

372 AEが ∠BACの 2等分線であるとき
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• •
BE : EC = AB : AC

であることは覚えておきましょう。

373 内心（内接円の中心）とは，三角形の
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3つの内角の 2等分線の交点です。



8章：ベクトル 1：和と実数倍

角の 2等分線，内心

371 p = k

(
b

b
+ c

c

)
であり，Pは BC上の点でもあるから

k

b
+ k

c
= 1 ∴ k =

b c

b + c

【補足】上の結果から，AP =
c

b + c
b +

b

b + c
c と表せる。

これより BP : PC = b : c とわかる。

372 AEは ∠Aの 2等分線であるから
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BE : EC = AB : AC = 3 : 5

Fは線分 AE上の点なので

BF = (1− t)BA + tBE = (1− t) a + 3
8
t b

また，Fは線分 BD上の点なので

BF = kBD = k · 2 a + b
1 + 2

= 2
3
k a + 1

3
k b

a , b は a \// b , a \= 0 , b \= 0 より
1− t = 2

3
k

3
8
t = 1

3
k

∴ k = 9
14

, t = 4
7

したがって

BF = 3
7

a + 3
14

b ∴ AF = BF− BA = − 4
7

a + 3
14

b

373 ∠Aの 2等分線AIと BCの交点を Dとする
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D

b+ c
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c

a
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と，BD : DC = AB : AC = c : bより

AD = bAB+ cAC
b+ c

である。さらに△ABDに着目して，BIが ∠Bの 2
等分線であるから

AI : ID = AB : BD

= c :
(

c
b+ c

× a
)
= (b+ c) : a

よって，Iは ADを (b+ c) : aに内分するから

AI = b+ c
a+ (b+ c)

AD = b+ c
a+ b+ c

× bAB+ cAC
b+ c

=
bAB + cAC
a + b + c


